


京都・大阪・奈良など大都市へのア
クセスと豊かな自然の恵みとの調和
が魅力の京田辺市。平成9年4月1日
に誕生してから25年が経ちました。
人口も増加し、活気に満ちたまちと
して発展しています。
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同
志
社
大
学
と
同
志
社
女
子

大
学
の
教
授
な
ど
が
多
彩
な
テ
ー

マ
で
講
義
す
る
市
民
向
け
公
開
講

座
。
大
学
生
の
気
分
を
味
わ
い
な

が
ら
勉
強
で
き
る
こ
と
か
ら
、
毎

年
多
く
の
市
民
が
受
講
し
、
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

京
た
な
べ・
同
志
社

ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ

京
田
辺
市
の
顔
と
も
い
え
る

同
志
社
大
学
・
同
志
社
女
子
大
学
。

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
田
辺
地
区
に
立
地
し
、

大
学
の
研
究
施
設
に
加
え

さ
ま
ざ
ま
な
体
育
施
設
も
あ
り
ま
す
。

地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
も
盛
ん
で
、

公
開
講
座
を
は
じ
め
、文
化
芸
術
、経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
市
民
と
の
多
彩
な
交
流
を
展
開
。

大
学
と
地
域
が
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

被称作是京田边市面貌的同志社大学、同志社女子大学。
位于关西文化学术研究城市的田边地区，除了大学的研
究设施之外还有各种体育设施。
地区贡献的措施也很丰富，不仅有公开讲座，还开展了文
化艺术、经营课程、体育等与市民的丰富多彩的交流。
大学和地域通过各种场景紧密连接。

市民和学生之间的互动也很频繁。

Doshisha Human College in Kyotanabe

　
市
立
保
育
所
の
保
育
士
と
同
志

社
女
子
大
学
現
代
こ
ど
も
学
科
の

教
授
・
学
生
が
協
力
し
て
、
園
児

が
自
主
的
に
「
遊
び
」
を
見
つ
け
や

す
い
空
間
づ
く
り
を
目
指
す
「
三
山

木
園
庭
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
園
庭
に
大

き
な
築
山
が
完
成
し
、
園
児
の
遊

び
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

園
庭
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Garden creation project

京都市内に本部を置く学校法人で、京田
辺市には同志社大学や女子大学、国際
中学校・高等学校など研究機関を備えた
キャンパスが立地。地域と多様な連携を
行っています。

同志社大学
同志社女子大学
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同
志
社
大
学
・
同
志
社
女
子
大

学
の
学
生
と
、
園
児
・
小
学
生
が
ス

ポ
ー
ツ
や
教
育
な
ど
の
分
野
で
交
流

す
る
機
会
が
盛
ん
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

乗
馬
・
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
を
体
験
し
た

り
、
教
室
で
楽
し
く
授
業
を
受
け
た

り
、「
大
学
の
あ
る
ま
ち
」
な
ら
で

は
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

学
生
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
が

学
べ
ま
す
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ダ
ー
ツ
・
ゴ
ル
フ
・
サ
ッ

カ
ー
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
多
彩
な

競
技
が
用
意
さ
れ
、
同
志
社
大
学

の
学
生
か
ら
高
度
な
技
術
が
学
べ

ま
す
。

京
た
な
べ・
同
志
社

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Students -children exchanges

Doshisha Clover Festival

Attra
ctive city

　

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
で
２
日
間
に
渡
っ
て
開
か
れ
る

学
園
祭
。
市
民
と
学
生
が
一
体
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
、
地
域
と
大
学

の
絆
が
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
同
日
に
、
市
役
所
周
辺
で
は

市
民
ま
つ
り
（
た
な
フ
ェ
ス
）
も

行
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
日
は
秋
一

番
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

同
志
社
ク
ロ
ー
バ
ー
祭

Kyotanabe Doshisha Sports Club
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けいはんな学研都市
K E I H A N N A   S C I E N C E   C I T Y

NARA
OSAKA

KYOTO

同志社大学京田辺キャンパス 同志社女子大学京田辺キャンパス

D-egg

　

京
都
・
大
阪
・
奈
良
の
３
府
県

に
ま
た
が
る
京
阪
奈
丘
陵
に
位
置

し
、
文
化
・
学
術
・
研
究
の
拠
点

と
な
る
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
は
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
多
く
の
研
究

機
関
の
立
地
や
低
炭
素
社

会
を
目
指
し
た
住
宅
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
企
業
の
新
規
立

地
が
加
速
し
て
お
り
、
施

設
数
は
1
５
0
を
超
え
て

い
ま
す
。

世
界
に
開
か
れ
た

都
市
を
目
指
し
て

枚方市
Hirakata city

交野市
Katano city

生駒市
Ikoma city

奈良市
Nara city

精華町
Seika town

四條畷市
Shijonawate city

木津川市
Kizugawa city

京田辺市
Kyotanabe city

京田辺市内の主な
文化学術研究施設
Major cultural and academic
research facilities within
Kyotanabe City

京都府が所有する南田辺西
地区では、京都フードテック
構想（仮称）の核として、健康
食品や次世代食品、流通技
術など最先端領域の研究と、
特色ある「食」関連製造業の
集積拠点が整備される予定
です。

「食」の最先端研究
Cutting-Edge Research on

"Smart Food"

※イメージ
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な
　
す

Eggplants

た
け
の
こ

　

粘
土
質
の
土
壌
と
豊
富
な
地
下

水
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
な
す
の

栽
培
が
盛
ん
で
す
。
京
都
田
辺
茄

子
は「
千
両
２
号
」と
い
う
品
種
で
、

み
ず
み
ず
し
く
日
持
ち
も
良
い
の

で
京
阪
神
市
場
で
人
気
で
す
。
農

家
養
成
塾
の
開
講
や
選
果
場
の
新

設
な
ど
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Attra
ctive city

豊
か
な
自
然
環
境
で
育
ま
れ
る
特
産
品
の
数
々
。

な
す
や
玉
露
、朝
堀
り
た
け
の
こ
、

京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
で
あ
る
え
び
い
も
な
ど

栽
培
に
手
間
暇
を
か
け
た
こ
だ
わ
り
の
特
産
品
は

ど
れ
も
全
国
で
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

後
継
者
不
足
や
高
齢
化
の
対
策
と
し
て
、

市
で
は
農
家
養
成
塾
を
開
講
す
る
な
ど

担
い
手
の
育
成
事
業
や
販
路
開
拓
事
業
な
ど
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

在丰富的自然环境中培育出许多特产。
茄子、玉露茶、清晨挖掘的竹笋、京都的品牌产品海老芋等
精心栽培的各种土特产都在全国享有很高的人气。
作为后继乏人和老龄化的对策，市里还开设农家培
养塾等致力于支援后继人才的培养事业和销
路开拓事业等。

还有很多美食哦

　

管
理
さ
れ
た
竹
林
で
採
れ
る
良

質
の
た
け
の
こ
で
、
京
都
山
城
た

け
の
こ
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
旬
の
季
節
で
あ
る
４
月
に
は
、

朝
堀
り
た
け
の
こ
を
求
め
て
、
直

売
所
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

Bamboo shoots
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え
び
い
も

Gyokuro

玉
　
露

　

さ
と
い
も
の
一
種
で
、
姿
が

え
び
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

丁
寧
に
土
入
れ
を
し
、
え

び
の
よ
う
な
形
と
模
様

を
つ
く
り
ま
す
。
10
月

か
ら
２
月
ま
で
出
荷
さ

れ
る
冬
の
野
菜
で
、
京

の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
認
証

を
受
け
て
い
ま
す
。

観光協会は、“京田辺らしさ”を持ち合わ
せた自慢の逸品を「一休品」として認定
しています。

一休品
Ikku-related products

Ebi-imo (shrimp-shaped potatoes)

　

日
本
で
も
有
数
の
玉
露
の
産
地

で
、
生
産
者
の
卓
越
し
た
技
術
と

丁
寧
な
茶
園
管
理
、
手
摘
み
に
よ
っ

て
、
お
い
し
い
玉
露
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
年
の
最
も
良
質
な
お
茶

に
贈
ら
れ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
数
々
の
品
評
会

で
そ
の
品
質
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
転
入
者
に
玉
露
・
茶

器
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な

ど
玉
露
の
ま
ち
京
田
辺
ら
し
い
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Gyokuro

持ち合わ
して認定

の
産
地

技
術
と

み
に
よ
っ

ま
れ
ま

な
お
茶

臣
賞
を

品
評
会

て
い
ま

露
・
茶

す
る
な

し
い
取

豊かな土壌ときれいな水で育てられた米や、旬の野
菜を使った漬け物などを、ふるさと納税のお礼品と
して全国にお届けしています。

Locally grown rice, miso,
pickles and honey

Furusato nouzei

地元産の
米・味噌・漬け物・はちみつ
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世
界
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
集
結
す
る

国
際
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」京
都
ス
テ
ー
ジ
の
開
催
や

お
茶
ど
こ
ろ
を
巡
る「
茶
い
く
る
ラ
イ
ン
」の
整
備
、

飯
岡
の
茶
畑
が
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、

自
転
車
や
お
茶
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
が
盛
ん
。

訪
れ
る
人
が
み
ん
な
笑
顔
に
な
れ
る
、

活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
木
津
川
の
自
然
を
感
じ

な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る

「
京
奈
和
自
転
車
道
路
」。
京
都
嵐

山
か
ら
京
田
辺
市
を
通
っ
て
和
歌
山

港
ま
で
（
１
８
０
㎞
）
が
一
本
の
道

で
つ
な
が
っ
て
い
て
、
多
く
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

京
奈
和
自
転
車
道
路

　

古
く
か
ら
お
茶
の
生
産
が
盛
ん

な
飯
岡
地
区
は
、
丘
陵
地
に
広
が

る
覆
下
茶
園
と
集
落
が
織
り
な
す

美
し
い
景
観
が
特
徴
で
す
。
茶
文

化
継
承
の
取
り
組
み
な
ど
も
高
く

評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
、「
日
本

遺
産
」「
京
都
府
景
観
資
産
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
産
・
京
都
府
景
観
資
産

飯
岡
の
茶
畑

Japanese Heritage,
Kyoto Cultural Landscape Heritage
Tea plantation of Inooka

Keinawa Bikeway

世界自行车选手云集的国际公路自行车大赛“环日
本自行车公路赛”京都赛段的举办，完善“巡茶路
线”参观茶叶生产区，以及饭冈茶田被登记为日本
遗产等，活用了自行车活动和茶叶的地区振兴正全
面推进。
我们正在推动打造一个充满活力，且能让所有游客
都乐在其中的城市。

到访的人们都会展露笑容哦

Attra
ctive city

京都府南部地域は、茶生産地
として長い歴史があり、景観や
緑茶生産を今に残しています。

Kyoto is known for tea

い
の
お
か

木
津
川

Ｊ
Ｒ
片
町
線（
学
研
都
市
線
）

近
鉄
京
都
線

京
奈
和
自
転
車
道
路

新
田
辺
駅

興
戸
駅

同
志
社
前
駅

京
田
辺
駅

三
山
木
駅

三
山
木
駅

山城地域の
茶どころを巡る
「茶いくるライン」

京たなべ
玉露庵
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国
内
外
に
広
が
る
、
キ
ラ
ラ
商

店
街
発
祥
の
事
務
い
す
レ
ー
ス
。
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
選
手
が
参
加

す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
レ
ー
ス
は
メ
デ
ィ

ア
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
お
こ
し
と
し
て
盛
り
上
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

い
す
│
1
G
P

Isu-1 GP

至 京都ステージコース

令和4年5月、観光案内所に新たな体験ス
ポット「京たなべ玉露庵」が誕生。玉露や抹
茶の淹れ方体験のほか、お茶がらにポン酢
を付けて味わえるなど、お茶をまるごと堪能
できます。

京たなべ玉露庵
Kyotanabe Gyokuroan Center

Kyoto stage of the Tour of Japan

京
奈
和
自
動
車
道

山
手
幹
線

同志社
女子大

同志社大

普賢寺
ふれあいの駅

市役所

307

　

毎
年
５
月
に
、
ア
ジ
ア
最
大
級

の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ

ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
京
都

ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
、
京
田
辺

な
ど
を
舞
台
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
玉
露
の
お
も
て
な
し

や
学
生
・
園
児
ら
の
応
援
な
ど
、

地
域
全
体
で
盛
り
上
が
る
大
会
に

は
、
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観

戦
客
が
訪
れ
ま
す
。

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

京
都
ス
テ
ー
ジ
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１
２
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
誇
る
奈
良
・
東
大
寺

二
月
堂
の
「
お
水
取
り
」

で
使
わ
れ
る
「
籠
松
明
」

の
真
竹
を
寄
進
す
る
伝
統

行
事
で
す
。
毎
年
２
月
11

日
の
早
朝
に
真
竹
を
７
本

掘
り
起
こ
し
、
大
御
堂
観
音
寺
で

道
中
の
安
全
祈
願
を
行
っ
た
後
、

二
月
堂
ま
で
送
り
届
け
ま
す
。

二
月
堂
竹
送
り

　

大
応
国
師
が
正
応
年
間
に
禅
の

道
場
と
し
て
創
建
し
た
妙
勝
禅
寺

を
一
休
禅
師
が
復
興
し
た
も
の
で
、

一
休
禅
師
が
88
歳
で
示
寂
さ
れ
る

ま
で
の
晩
年
を
過
ご
し
た
こ
と
か

ら
「
一
休
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

方
丈
庭
園
は
国
の
名
勝
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
紅
葉
の
時
期
に
は

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

酬
恩
庵
一
休
寺

ま
た
け か

ご
た
い
ま
つ

　

約
１
３
０
０
年
前
に
朝
廷
に
仕

え
た
大
隅
隼
人
が
宮
中
で
舞
っ
た

と
さ
れ
る
古
代
芸
能
を
復
元
し
た

も
の
で
、
10
月
に
天
津
神
社
と
月

読
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
中
学

生
が
古
代
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

武
具
や
扇
、
鈴
を
持
っ
て
、
太
鼓

や
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

大
住
隼
人
舞

Oosumihayato Dancing

Nigatsudo Takeokuri

一休和尚坐像

山本の百味（ひゃくみ）と
湯立（ゆだて）

Shuon-an, Ikkyu-ji Temple

Attra
ctive city

し
ゅ
う
お
ん
あ
ん

お
お
す
み
は
や
と
ま
い

じ
じ
ゃ
く
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国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
一
面
観
音
立
像
、

秋
の
紅
葉
が
美
し
い
一
休
寺
、

巫
女
が
熱
湯
を
参
拝
者
に
ふ
り
か
け

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
山
本
の
百
味
と
湯
立
な
ど
、

歴
史
文
化
が
多
く
残
る
京
田
辺
市
。

た
く
さ
ん
の
市
民
が
竹
を
担
ぐ
二
月
堂
竹
送
り
や

中
学
生
が
舞
う
大
住
隼
人
舞
、瑞
饋
神
輿
巡
行
な
ど

歴
史
文
化
は
地
域
の
人
々
に

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
に
一
度
、
10
月
に
棚
倉
孫

神
社
の
秋
祭
に
繰
り
出
さ
れ
る
瑞

饋
神
輿
。
約
30
種
類
の
野
菜
や
穀

物
な
ど
で
飾
ら
れ
た
見
事
な
神
輿

が
、
五
穀
豊
穣
に
感
謝
し
て
市
内

を
巡
行
し
ま
す
。
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
。

瑞
饋
神
輿
巡
行

た
な
く
ら
ひ
こ

Procession of the Zuiki Portable Shrine

Eleven-faced Kannon Standing Image at Omido Kannon-ji Temple

被指定为国宝的十一面观音立像、秋天时红
叶非常漂亮的一休寺、巫女会把热水撒在参
拜者身上以祈祷无病无灾的山本百味和汤立
等，京田边市仍然保留着很多历史文化。
有很多市民扛着竹子的二月堂送竹式、中学
生舞动的大住隼人舞、瑞馈神兴巡游等历史
文化在被地区的人们用心地传承着。

历史和文化都在被用心地传承着

大御堂観音寺

ず
い
き
み
こ
し

　

天
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
義
淵

僧
正
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
大
御

堂
観
音
寺
に
安
置
さ
れ
た
仏
像

で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
心
乾
漆
造
と
い
う
技
法
で
製
作

さ
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
名
作

と
し
て
天
平
文
化
の
栄
華
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

大
御
堂
観
音
寺

十
一
面
観
音
立
像

も
く
し
ん
か
ん
し
つ
づ
く
り

ぎ
え
ん

そ
う
じ
ょ
う

お
お
み
ど
う
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JR松井山手駅付近

ま
ち
の
移
り
変
わ
り

昭
和
26
年
、田
辺
町
が
誕
生
す
る
と

都
市
基
盤
の
整
備
と
と
も
に
順
調
に
人
口
が
増
加
し
、

平
成
９
年
４
月
に
京
田
辺
市
に
。

市
制
施
行
以
降
も
未
来
に
向
け
て
発
展
し
続
け
る

ま
ち
の
姿
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

Area of JR Matsuiyamate Station

Changes in the City

近鉄新田辺駅付近
Area of Kintetsu Shintanabe Station

近鉄三山木駅付近
Area of Kintetsu Miyamaki Station 

［昭和39年］近鉄三山木駅

［昭和44年］建設中の府営田辺団地

今
令和

昭和
昔

生
す
る
と

す

ま
ち
の

歩
み

Histo
rical City

昭
和
26
年　

●
田
辺
町
に
、大
住
村
・
草
内
村
・
三
山
木
村
・
普
賢

　
　
　
　
　
　

寺
村
を
編
入
統
合
（
人
口
１
万
５
千
人
余
）

昭
和
37
年　

●
町
章
を
制
定

昭
和
39
年　

●
山
城
大
橋
開
通
。
明
治
以
来
の
渡
し
舟
を
廃
止

昭
和
41
年　

●
住
民
憲
章
制
定

昭
和
42
年　

●
町
の
木
「
南
京
は
ぜ
」
制
定

昭
和
44
年　

●
町
の
花
「
ひ
ら
ど
つ
つ
じ
」
制
定

昭
和
47
年　

●
田
辺
東
小
学
校
開
校

昭
和
50
年　

●
国
勢
調
査
で
人
口
３
万
人
突
破

昭
和
54
年　

●
松
井
ケ
丘
小
学
校
開
校

　
　
　
　
　

●
大
住
中
学
校
開
校

昭
和
55
年　

●
消
防
新
庁
舎
完
成

　
　
　
　
　

●
薪
小
学
校
開
校

昭
和
57
年　

●
培
良
中
学
校
開
校

昭
和
59
年　

●
桃
園
小
学
校
開
校

昭
和
60
年　

●
国
勢
調
査
で
人
口
４
万
人
突
破

昭
和
61
年　

●
同
志
社
大
学
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

　
　
　
　
　

●
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前
駅
開
業

昭
和
62
年　

●
新
庁
舎
が
現
在
地
に
移
転

昭
和
63
年　

●
近
鉄
新
田
辺
駅
の
新
駅
舎
開
業
・
駅
前
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●
京
奈
和
自
動
車
道
（
城
陽
I
C
〜
田
辺
西

I
C
）・
国
道
３
０
７
号
バ
イ
パ
ス
一
部
開
通

　
　
　
　
　

●
京
都
国
体
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
会
開
催

平
成
元
年　

●
Ｊ
Ｒ
松
井
山
手
駅
開
業
・
全
線
電
化
・
長
尾
〜

　
　
　
　
　
　

松
井
山
手
駅
間
複
線
化

平
成
５
年　

●
近
鉄
宮
津
駅
開
業

平
成
６
年　

●
国
道
３
０
７
号
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
７
年　

●
国
勢
調
査
で
人
口
５
万
人
突
破

平
成
９
年　

●
市
制
施
行
に
よ
り
「
京
田
辺
市
」
誕
生

　
　
　
　
　

●
薪
新
田
辺
線
・
新
田
辺
駅
前
線
開
通

平
成
10
年　

●
新
山
城
大
橋
開
通

平
成
12
年　

●
山
手
幹
線
（
尼
ヶ
池
〜
市
役
所
西
間
）
開
通

平
成
13
年　

●
山
手
幹
線
（
市
役
所
西
〜
同
志
社
大
学
間
）
開
通

平
成
14
年　

●
Ｊ
Ｒ
大
住
・
京
田
辺
・
三
山
木
駅
の
新
駅
舎
開
業

　
　
　
　
　

●
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
オ
ー
プ
ン

３万人
突破 1.5万人４万人

突破
５万人
突破
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［昭和55年］造成中の大住ケ丘

［昭和46年］国鉄田辺駅ＳＬ最終号出発［昭和38年］木津川水泳場

［平成10年］
新山城大橋開通式

［昭和60年］
建設中の同志社大学田辺キャンパス

［昭和57年］近鉄新田辺駅

［昭和58年］消防庁舎前（現国道307号）

1951年，田边町诞生之后随着城市基
础设施的完善，人口逐渐增加，1997年
4月作为京田边市设立。
市制实施以后着眼于未来不断发展参考
照片来一起回顾城市的变迁吧。

城市的发展历程

平
成
16
年　

●
新
玉
水
橋
開
通

　
　
　
　
　

●
田
辺
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●
近
鉄
三
山
木
駅
の
新
駅
舎
開
業

平
成
17
年　

●
国
勢
調
査
で
人
口
６
万
人
突
破

　
　
　
　
　

●
同
志
社
大
学
な
ど
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
　
　
　
　

●
大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
大
住
児
童
館
・
宝

生
苑
）
オ
ー
プ
ン

平
成
19
年　

●
防
賀
川
西
側
公
園
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
）
オ
ー
プ
ン

平
成
20
年　

●
三
山
木
駅
前
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●「
同
志
社
山
手
」
ま
ち
び
ら
き

　
　
　
　
　

●
山
手
幹
線
（
薪
〜
尼
ヶ
池
間
）
開
通

平
成
22
年　

●
河
原
保
育
所
新
園
舎
開
所

　
　
　
　
　

●
第
二
京
阪
道
路
京
田
辺
Ｐ
Ａ
開
所

平
成
23
年　

●
非
核
平
和
都
市
宣
言

平
成
24
年　

●
生
駒
井
手
線
「
水
取
バ
イ
パ
ス
」
開
通

平
成
27
年　

●
国
勢
調
査
で
人
口
７
万
人
突
破

　
　
　
　
　

●
三
山
木
保
育
所
が
新
築
移
転

平
成
28
年　

●
防
賀
川
東
側
公
園
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●
複
合
型
福
祉
施
設
「
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●
国
際
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
」
京
都
ス
テ
ー
ジ
初
開
催

平
成
29
年　

●
新
名
神
高
速
道
路（
八
幡
京
田
辺
〜
城
陽
間
）開
通

平
成
30
年　

●
山
手
幹
線
市
内
区
間
全
通

　
　
　
　
　

●
新
町
名
「
三
山
木
中
央
」
誕
生

平
成
31
年　

●
幼
保
連
携
型
認
定
子
ど
も
園
２
園
（
こ
も
れ
び
・

松
井
ヶ
丘
保
育
園
）
オ
ー
プ
ン

令
和
２
年　

●
市
道
山
手
東
上
西
野
線
（
松
井
ケ
丘
小
〜
大
住
児

童
館
・
宝
生
苑
間
）
開
通

令
和
３
年　

●
田
辺
中
央
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●
水
辺
の
散
策
路
全
10
ル
ー
ト
完
成

　
　
　
　
　

●
市
広
報
紙
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
タ
ブ
ロ
イ
ド
か
ら
Ａ
４
冊
子
へ
）

令
和
４
年　

●
は
ぐ
は
ぐ
ル
ー
ム
松
井
山
手
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

●
南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

６万人
突破

７万人
突破

（
令
和
元
年
）
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都市像の実現を目指し５つの重点プロジェクトを掲げ、
実現性と実効性あるまちづくりを進めます。

緑豊かで健康な文化田園都市

以实现城市像为目标，提出五大重点工程，推进具有可行性和实效性的城市建设。

绿色健康的文化田园城市

目指す都市像

活力にみちた
便利で快適なまち

自然と調和したコンパクトな都市構造と、道路網・鉄道

網・バス路線のネットワークを充実させるなど、誰もが

便利に暮らせるまち

を目指します。

新田辺・京田辺駅北側に
計画する新たな

市街地・複合型文化施設

田園
都市

プロジェクト
推進のために

市民がまちづくりの一員として、積極的に参画できる

オープンな市政運営を目指すとともに、市の情報発信

の充実と、効果的で

スピーディーな行政

運営と住民福祉向上

のために、ICT や AI

などの最新技術の活

用を進めます。

市民協働
・行財政運営

子育てしやすく
未来を育む文化薫るまち

妊娠期から子育てに寄り添い、仕事との両立を支援し、

地域全体で子育てを支えるなど、安心して子どもを生

み育てられ、すべて

の子どもが健やかに

成長するまちを目指

します。

みんなで一緒に子育てする
「親子の絆づくりプログラム」

文化
教育

木津川・甘南備山・まちなかの緑など、自然を守り育て、

市民が自然にふれ合う機会を充実させるほか、自然と

共生し、豊かな自然

環境を次世代につな

ぐまちを目指します。

大御堂観音寺前の
菜の花畑

緑に包まれた
美しいまち

緑

市民が自ら健康づくりに取り組むとともに、支え合い

による地域の絆を育むなど、誰もがいつまでも健康で

自分らしく生きられ

るまちを目指します。

地域にある
「高齢者の居場所」

いきいき健康で
明るいまち

健康

地震や風水害などの自然災害に対し、防災・減災体

制の強化や治水対策を推進するなど、災害に強いま

ちを目指します。

地域住民による
避難所運営訓練

安全で心安らぐ
優しいまち

安全
安心
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自動車道・鉄道による高い利便性や
豊かな自然・歴史文化など、

住みやすく温もりのある魅力あふれるまちです。
22

65

65

22

22

71

71

京奈和自転車道路

京
奈
和
自
動
車
道

第
二
京
阪
道
路

酬恩庵
（一休寺）

甘南備山展望台

同志社大
大御堂
観音寺

京田辺市役所

スケートパーク
田辺中央体育館
田辺公園プール
田辺公園

普賢寺ふれあいの駅

南山保育所

認定こども園
こもれび

南部まちづくり
センター

三山木保育所

遠藤川

普賢寺川

手原川

防
賀
川馬坂川

手原川

天
津
神
川

竜王谷川

大谷川

虚
空
蔵
谷
川

八幡市

大阪府
枚方市

奈良県
生駒市

近
鉄
京
都
線

J
R
片
町
線（
学
研
都
市
線
）

いきいき
サポートセンター

培良中田辺高

田辺東幼・小

中央公民館

草内幼・小

河原保育所

咋岡神社

山城
大橋

玉水橋

松井ケ丘
幼・小

はぐはぐルーム
松井山手

野外活動センター
「竜王こどもの王国」

桃園小

そよかぜ幼

薪幼・小

みみづく保育園

三山木幼・小

佐牙神社

朱智神社

極楽寺

須賀神社

棚倉孫神社

城陽市

井手町

精華町

田辺中

同志社女子大

同志社国際中・高

法泉寺

寿宝寺

田辺幼・小

聖愛幼

天神社

月読神社

天津神社

木
津
川
橋

木
津
川

田辺北I.C.

城陽
JCT・IC八幡京田辺

JCT・IC

京田辺松井IC

田辺西I.C.

近鉄宮津駅

三山木駅

興戸駅

大住駅

JR三山木駅

同志社前駅

新田辺駅京田辺駅

京田辺市MAP

市章
City Emblem

市の花「ひらどつつじ」
City Flower: Hirado Azalea

市の木「南京はぜ」
City Tree: Chinese Tallow Tree

大住幼（（仮称）大住こども園）
・小大住保育園

新名神
高速道路

大住中

澤井家住宅

大住ふれあいセンター
　 大住児童館
　 老人福祉センター

第二京阪
京田辺PA

白山神社

松井山手駅

普賢寺幼・小

307

草内保育所
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公路、铁路带来的高便利性和丰
富的自然历史文化等，造就了这
样的一个适合居住、充满温情魅
力的城市。

京田边市地图
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自然が多くのびのびと過ごせるまちをパルクール※で
表現！京田辺の魅力や将来像をダイナミックでスピー
ド感のある映像で発信しています。

※「走る・跳ぶ・登る」などの移動動作に
重点を置いたフランス発祥のスポーツ

市民×学生×行政でつくる
京田辺市公式プロモーション動画

電子ブックは
コチラから

扫码阅览
电子版


